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設　立　趣　旨　書
１　趣　旨
· 法人を設立して取り組んでいこうとしていることに係る「社会的な情勢（現状や背景）」などの説明
· その社会的な情勢（現状や背景）について、どのような「問題」があると考えているのか
· その問題についてどのようになることが「望ましい（状態・姿）」と考えているのか
· （任意団体としての活動実績があれば、その問題と望ましい（状態・姿）に対して「今までどう取り組んできたのか」）
· 問題と望ましい姿に対して「今後どう取り組んでいこう」と考えているのか、その取り組みがどのような公益性があるのか」
· 以上の活動を行うにあたって、任意団体や他の法人格でなく、「何故、特定非営利活動法人を設立しようと考えたのか」の説明、決意
　などを一般的には記載します。

２　申請に至るまでの経過
　　○年○月　　任意団体○○を設立し、活動を始める
　　○年○月　　○○○の活動を新たに始める
　　○年○月　　特定非営利活動法人格取得のための勉強会を始める
　　○年○月　　発起人会の開催
　　○年○月　　設立総会の開催
　※上記は記載例です。申請に至った動機や経緯などを時系列的に記載します。

令和○年○月○日
　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人○○○○○　
                            設立代表者　氏名　志布志　太郎

【作成上の留意点】
1 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
2 特定非営利活動法人を設立しようとするに至った動機や経緯を説明し、事業の内容、必要性等をわかりやすく、簡潔に記載すること。
3 定款記載の目的・事業等と矛盾を生じないようにすること。


